
 

 
                             
１２月２０日（火）老富会館で、あやべ特別市民に送る「ふるさと産品」（綾部の特産品の詰め合わせ）の

荷造りが行われ、一箱一箱丁寧に梱包されました。 

今年度で７回目となるこの作業に老富町の住民とボランティアなど、合わせて約３０名が参加。老富の住民

は、会場の設営や段ボール作りなど、１週間以上前から準備されてきました。 

水源の里・老富の栃餅、奥上林の水車米、橋上の里のきゅうり漬けなど、綾部の特産品７品目を詰め合わせ

た「里山（さとやま）セット」が１，７１８箱分準備されました。 

また今年度は新たに、もう１種類のふるさと産品「綾想（あやごころ）セット」を追加。印刷工房あやさで

３９８箱が梱包、発送されました。 

こちらのセットは、奥上林を中心

に活動する、「自然素材オリジン」

（柏原安子代表）の「米さぶれ」

など、７品目が詰め合わされてい

ます。 

 水源の里・老富の西田昌一代表

は、「食品を取り扱っていることな

ので、衛生面は十分に留意してい

る。特別市民の方々には、老富の栃

餅を毎年多くの人に喜んでもらえ

ている。今年もお送りできて嬉し

い。」と話しました。                       
１２月３日（土）、「第２回カンバヤシクリスマスマーケット」が

観光センターで開催され、約２２０名が参加しました。 

昨年に引き続き催されたこのイベントは、西屋で『カフェ+お

てがみ amuamu』を経営する藤原亜由美さんと、市野瀬で里山

ゲストハウス『クチュール』を経営する工忠照幸さんが中心にな

り実施しました。 

今年は「あやべかんばやし かーちゃんず」（谷垣律子代表）に

よる、こどもが自分自身で考えたお店を出店する「こどもまるし

ぇ」を同時に開催。射的屋さんや手作りの絵本屋さん、自作のア

クセサリーを並べたお店や、交渉で商品価格が決まるおもちゃ

屋さんなど、創意工夫にあふれたお店が並びました。 

このほか、綾部市や福知山市、舞鶴市などからの出店者らによ

る蒸しパンや有機無農薬栽培の野菜、米粉パンなども販売され

ました。 

陽が落ちかけた夕方にはイルミネーションと透明の瓶が並べら

れたキャンドルツリーに火がともされ、来場した子どもや大人を

楽しませていました。      
  

ふるさと産品発送作業、今年も老富で実施 

 
  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

老富の住民のほか、市長、市議会議員も参加 

１４１号（平成２９年１月号） 

フェイスブック「あやべ水源の里」ＱＲコード 

「いいね」してね！！ 
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手作り絵本屋さんの様子 

上林の若者で「カンバヤシクリスマスマーケット」を開催 
かんばうや 



                   
１２月１８日（日）、観光センターで「クリスマスコンサート」が開催されました。SKB６０の森津三郎さ

んが舞鶴で開催していたものを、中上林の渡辺弘造連長が「ぜひ上林での開催を」と呼びかけたことから実

現。昨年に続き２回目の実施となりました。 

今年は SKB６０と MKL のコラボレーションをはじめ、okanosa、OG バンド、Y&NGS６５の４組

が出演。山崎市長と渡辺連長のコンビ Y&NGS６５が、東日本大震災で被災した福島の復興を願った「あ

の街に生まれて」のほか、山崎市長が学生のころに作成したというオリジナル曲も披露するなど、会場

を盛り上げました。  

ｚ                  
◎新たな臨時福祉給付金の申請受付がスタートします 
新たに、平成２８年度臨時福祉給付金支給対象者に、経済対策臨時福祉給付金が支給されるにともな

い、申請の受付を、民生児童課の窓口のほか、上林いきいきセンターでも実施します。 

なお、支給対象者には綾部市から郵送で申請書が送付されます。必要となる証明書類等ご持参の上、

手続きをしてください。 

申請期間は、平成２９年２月１５日から５月３１日までです。 

なお、詳細は民生児童課（直通：42-425０）までお問い合わせください。     
◎高齢者等の除雪に補助金を交付します  

綾部市では積雪量が 50 センチメートルを超え、高齢者等が第三者に除雪を依頼し、生活の拠点となる建

物の屋根や避難路など必要最低限度の除雪を行った場合、その除雪作業費用の一部を補助します。 

補助対象者 

綾部市に住所を有し、次のいずれかに該当する世帯とします。ただし、当該年度の住民税非課税世帯であっ

て、対象者と同一の自治会連合会内に子が居住していない世帯に限ります。 

1. 高齢者世帯（65 歳以上の者のみで構成する世帯） 

2. 障害者世帯（世帯主が身体障害者手帳の交付を受けていて、その障害の程度が 4 級以上に該当する

もので、義務教育課程を修了した子が同居していない世帯） 

3. 母子世帯（義務教育課程修了前の子とで構成する世帯） 

4. その他市長が必要と認める世帯 

補助金額 

 1 回当たりの除雪費用の 2 分の 1 を補助（2 万円を上限）※100 円未満切り捨て 

 1 年度 1 世帯の補助金額の上限は 4 万円です。※回数の制限はありません。 

交付申請書兼除雪実績報告書と請求書は高齢者介護課・各地区公民館・上林いきいきセンターに準備し

ていますのでご利用ください。 

詳細は、高齢者介護課（直通：42-4259）までお問い合わせください。 

いきいきセンターからのお知らせ 

 

 
  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

SKB６０と MKL によるステージ            Y&NGS６５。来年は Y&NGS６６となる予定 

クリスマスコンサート今年も大盛況 


